正しく使って上手に節約 


A ま意 

を巧した持ち越し巧巧 
巧巧お禁 


スプレー巧巧禁 


垣るとぎ消火 


© 

斋記含蓋 


A 警告 


取扱説明書 

石油遠 ホヒーター 

型す AJ-F38B 

〔強制通気形開放式石泡ストーブ〕 

このたびは、お買い上げいただき、まことにありがとうござ 
いました。ご使用の前にこの取扱説明書と保証書をよくお読 
みのラえ、ご家族全員でち全に正しくお使いください。 
お読みになった後、大切に保管し、必要なときにお役立てく 
ださい。 

裏面保証書の「お買い上げ日-販売店名」などの記入をおず 
確かめ、販売店からお受け取りください。 


特に注意していただきたいこと . 2 

点横-お手入れ-廃棄 . 6 

各部のなまえ . 7 

各部のなまえとはたらき . 8 

ご使用前の準備 

点乂ずる前の準橋と確認 .] 日 

時計の合わせかた . 10 

使用燃料について . 11 

給油のしかた . 12 

使いかた 

点火•消乂のしかた . 14 

チャイルド□ックのしかた……1目 
暖房モードの切り換えのしかた…]目 

室温調節のしかた . 17 

eco 運乾のしかた . 17 

タイマー予約のしかた . 18 

スピード点乂のしかた . 20 

故障かな？ . 21 

異常のお知5せと処置のしかた……22 
日常の点検とお手入れのしかた……24 

定期点檢について . 28 

部品交換について . 29 

巧管のしかた . 29 

仕様 . 30 

巧詔とアフターヴービス . 31 


KEROSENE ONLY 

ガソリン使用禁止 
使用燃料:灯油 










































广必ずおす 0< だをい） 

特にを意していただまたいこと 

お使いになる乂や他の人への危害-物的損害を未然に防止ずな胆が J 、 船ず微守りいただくことを、次のよう 
に説明しています。 

■表示巧客を無おして誤った巧い方をしたときに生じる危窠嘴の稽^を、次な康示で区分し、説明して 
いまず。 


A ち巧 

この表をの欄は、 r 人が死にまたはち傷を負うをお、または义がの危换が 
切迫して生じることび想定される J 内容でず。 

A 警告 

この表示のは、 r 人び死亡または重ななどを貪う可能性、または义災の 
可能性び想定される」内容でず。 

A 注意 

この表示の細ホ、 r 人が傷害を負う可能なやお的損きの発生が想定される J 
内容でず。 

— J 

■おずりいただく内容の種巧を、なの給表示で区分し、説明していまず。 

r 

0®®®® 

\ 

この給表示は、してはいけない階山内容でず。 

〇處© 

この絵表示は、必ず実行していただく r 指示 J 内容でず。 

J 


A を巧 ( DANGER ) 


ガソリン使用禁止 



KEROSENE ONLY 
ガソ U ン使用禁止 

•ガソリン、混を油（農機具 
用）など揮発性の高い油は 
絶対に使用しないでくだ 
さい。 

火災の原因にな0ます。 
灯油りに1号灯油）惠使 
用して < ださい。 


A 警告 (WARIW 


ご使用中 


■換気必要 


户 



>窓の凍結や地下室など換気が十 
分に行えない場所では、使用しな 
いでください。 

■スプレー生厳禁 



>換気せずに使巧しつづけないでくださ 
し、。酸素び不足すると、不完全燃焼し、 
-酸化炭素などび発生して中毒にな 
るおそれびあります。また、乳幼巧や 
呼吸器疾患などのかたは、体調不良(し 
なるおそれびありまず。使用中は必ず 
1時間に ] 〜2回 （ 1〜2分)換気して、 
新鮮な空気を補給してください。換気 
する時は、換気扇を使用したり、2ケ所 
凹上の開□部を設けると効率よく換 
気がでさます。 


■寝るとを消义 

〇 @ 


>殺虫剤などのスプレーをやカセツ 
卜こんろ用ボンベなどを温風のあ 
たるところに絕对に放置しないで 
ください。熱でスプレー生の圧力 
び上がり、爆発し、危険です。 




>寝るときや外出するときは、 
必ず消火してください。 
予想しない事故が発生ずる 
おそれがあ0ます。 



告幽圍岛 


ご使用中 


I 温風吹出□をふさがない 


■可燃性ガス使用厳禁 


0 



を類、紙などで湿風吹出□や前 
面ガード、空気取入□をふさが 
ないでください。 

衣類、紙などでふさぐと、異常 
燃焼や火災の原因になりまず。 


■電源コード-電源プラグを傷めない 

/曲げる、ねじる、引っ張るなど無理な力を加え\ 
たり、高温部におづけたり、重い物を柔せたり、 
束ねたまま使用しないで < ださい。 

また、電源プラグを抜くときは電源コードを 
\持って弓 I を抜かないで < ださい。 / 

参傷んだまま使用すると、火災や感單の原因 
になります。 

•輩源コードや輩源プラグの修理は、販売店 
にご相談ください。 

■カーテン、寝具など可燃物 
近接厳禁 


0 - 


フアン ヒー ターを使用している 
部屋で、巧 I 燃性ガスび発生する 
ちの（ベンジン、シンナー）や、 
スプレーを 使用しないでください。 
火がや故障の原因になりまず。 


■めれた手で電源プラグの巧を差し 
はしない rri 





めれ手禁止 


>感壁の原因になります。 


■電源プラグのお手入れをする 


〇 


0 


W 



>カーテンやを類*ふと 
んなど燃えやすいをの 
のそばで使用しないで 
ください。火災の原因 
になります。 

タイマー予約するとを 
を可燃物びそばになし、 
か確認して < ださい。 



•可燃物との離隔距離は、4ページを参照して 
ください。 

■電源プラグは確実に差し込む 


〇 


•電源プラグはコンわントに根元、 

まで差し込んでください。 

また、傷んだ電源プラグ•ゆるんだコンセ 
ントは使用しないでください。 
♦差し込みが不完全ですと、感題や発熱によ 
る乂災の原因になります。 


>ときどを、霞源プラグを抜を 
ほこ0等を乾いた巧でみさと 
つて < ださい。 

>逕源プラグにほこり等がたま 
ると、湿気等で絶縁不良とな 
り、火災の原因になります。 


■コンセントや配線器具の定格を超 
える使いちや、交流10 0 V ながで 
觀 はしなぃ 

•たこ足配線等で、定格を 
超えると、発熱による火災の原因になります。 

■デジタル表示部に 「 H 83」 と表示 
したら、使用しない 

Q •異常燃焼し、火災の 

/—^ 原因になります。 

(\hlW^ •販売店へご連を各 < だ 
Nr --少 じ-し、。 


呼画ノ 

护 -r n 

广 © 


















A 注意 (CAUTION) 


給油 


■給油瞭肖义 

風歲 


I 油漏れ確認 


〇 


I 給油は必ず消乂 
してから行って 
<ださい。 
乂災のおそれが 
おりまずので、 
おず消火し、乂 
の気のないとこ 
ろで巧ってくだ 
さい。 


•給油□□金は正しく、確実 
に締めてください。 
•□金を斜めに締めたりする 
と、簡単に□金が外れて、 
乂災のおテれがあります。 

曇給油□□金を下にして、油漏 
れがないことを確かめてく 
ださい。 


■居室内給ミを 
禁止-給油 
時火気禁止 

りな'隨 


1 四脚 

給油は必ず居室が 
の乂の気のないと 
ころで行ってくだ 
さい。 

火災のおそれびあ 
0ます。 


! 鮮 摄な汹 
I 使用禁止 


0 


>変質む油(持ち越 
したな油)不純な 
油(打油切がの油 
、水、ゴミが混 
入した巧油など） 
などの不良の油 
を使用しないで 
ください。 

>異常燃焼や故障 
の原因になるおそ 
れがありまず。 


I 可燃物か5離ず 


〇 


lOOcmliLh 


巧用ずる場所 

■スプレーや化学塞品を 
使用ずる場所で使わない 
(理•美容院、クリーニ 
ング店、メツキ、蓬装、 
脱脂、洗浄工場など） 


I 高地（標高1己 00 m 
L ソ上）使用禁止 


Q 


1己 cm 从上< 



^15 cmlU ± 

•♦15cmiy± 


Q 


' lOOcnr 似上 


ふすまや障子などの可燃物から 
上記の距離をと5ないと火災の 
おそれがあ0まず。 


フ□ンガスや塩素系溶剤は有毒 
なガスの発生により、健康を害 
ずることになります。また、鏡 
やガラスなどを傷め、金属がさ 
びたり、繊維製品の変色、廣傷、 
器具の故障の原因になることが 
あります。 


不完全燃焼ずるおそれがあ 
りまず。空気濃度が薄いの 
で、正常燃焼の確認と換気 
にミま意してください。 


I 次の場所では使用しない 


0 


I 水平でない場所、すを定な場所 
1不安定な物を乗せた棚などの下 
風のあたる場所やき曜货出入口、;屋外 
可燃性ガスの発生する場厮たまる場所 
人のいない場所備皇飼育室など） 


• マンがルピースがど石独遠赤 
ヒ^夕-"が囲われる場所 
• ほこり、湿気、金属粉の多い場所 
• 超直波加湿機を使用.している 
部屋 


乂災の原因になることがあります。す完全燃焼の原剧こなることげあります。 


直射日光があたる場所 


給油タンク內の空気が膨張 
し、巧油があふれ出て、油 
漏れの原因になることがあ 
ります。 


ご使用中 


■異常-故障時使用禁止 


■高温部接触禁止 


0 



ぃ;由漏れやにおい、ずずの発生、炎のをなど異 
常やが障と思われるときはときは使用しない 
でください。事故の原因になりまず。 

異常慌焼のおそれびありまず。 

運転スイッチを「切」にし、電源プラグを巧 
き、お買い上げの販売店へご連絡くだをい。 


■温風に直接長時間あた5ない 


Q 



参括溫やけどや脱水症状になるおテれがあります。 

•湿風を直接吸い込まないでください。 

気分が悪くなる原因になることびあ0ます。 




前面ガード 


接触禁止 


んク 



温！吹出 □. 


>燃焼中や消乂直後は、温風吹出口に手などふ 
れた0、巧部に手を入れたりしないでくださし、。 
やけどのおそれがあります。 


■温風吹出口に異物を入れたり、 
放置したりしない 


Q 


巧、 




-ラィター 
ツチ 


•温風吹出口や吹出口巧部に紙、巧、プラスチ 
ックや、マッチ、ガスライターなどを入れた 
り、放置したりしないでくださし、。 

発火や破梨の原因になりまず。 


r 低涵やけど」について 

♦比較的低い温度 （40 で〜6□で）でち長時間 
巧ふの同じ巧げ熱せられると、熱い、痛いな 
どの自覚を状がなくても低温やけどのおそれ 
がお0ます。 

•なのよラな方は特にご注意を！ 

•乳初児、お年畜り、皮ふの弱い方 
•眠気を誘ラ薬（睡眠薬、かぜ薬など）を服用 
された方 

•深酒する方•疲巧の激しい方 


特にお子さまやお年害りなどのご自分で操作できないちが使用ずるときは、周囲の人が十分注意してください。 


么を意 (CAUTION) 





■電源プラグを巧いて 
消乂しない 


0 



(CAUTION) 


ご使用について 

■水をかけたり、 

重いちのを乗せない 

' 〇 & 


I 持ち運ぶときは义を 
消して総由タンクを巧く 



〇 



>消义後、送風が止まるまで電源 
プラグを抜かないでください。 
温風空気お入□や天板び高温 
になり、やけどや故障の原因 
となりまず。また、強いにお 
いがでる原因になります。 


• 水の入った容器や物を上に乗せない 
でください。水が巧靴こ入ると感電 
や故障の原因になることびあ0まず。 
•本体の上に乗らないでください。 
天板がへこんだり、やけどのお 
それがあります。 


■フアンヒーターを使用している部屋では 
シリコーン配合製品を使用しない or 


•傾けないよラに静かに運んで 
ください。特に階段などでは 
油漏れのおそれがあります。 
• 引っ越し等の運搬時は必ずな油 
をおを、傾けたり、横倒しの状 
態で運搬しないでください。 

I 熱に弱しが面には7ジトなどを敦く 


Q 


〇 


♦本が近くでシリコーン配合の枝毛用コート液-化粧品-つや出し剤 
などは使用しないでください。燃焼部にシリコーン酸化物が付着 
し、異常燃焼や点乂ミス、途中消乂の原因になることがあります。 
トンリコーン配をの商品には下記のよラなものびあります。 ^ 

1 ヘアケア 禍 (ヘア-トリトメ ントム-ス、锦用]- 卜觀 、ガラスクリ-ナ -J 澗、力- ワ7クス、 悄 ぞうきんなど j 


>熱に弱い材質の麻は変色、ヒビ 
割れ、そり返りなどび発生するこ 
とがあります。また、ほこりやた 
ばこの煙などで変色することもあ 
ります。保護のため熱に強いマツ 
卜などを敷いてください。 


点検-お手入れ • 廃棄 


■ほこりの除去 

〇 燃焼-遍風空気 

取入□フィルター 



•燃焼-温風空気取入□フィルタ 
一は、週1回じ Lb 必ず掃除して 
<ださし、。 

ごみ、ほこりなどでフイルター 
がつまると、異常燃焼のおそれ 
が友じます。 

■保管時にしていただくこと 


〇 


I 藏するときはな油を巧く ■分解修理•改造の禁止 

〇 ® 

分解禁止 

本体を廃棄処分ずるときは、 ♦ 不完全が誕や改造は危険です。 
必ず給ミ由タンク、油受肛1內の • 改造して使用しないでください。 
巧油を市販の給油ポンプ等で • 修理技術者挡がの人は絶対に 
抜き取ってください。 分解、修理は行わないでくだ 

(0^28 ぺージ） さい。 

な油が入ったまま廃棄すると •故障、破損したら、使巧しない 
リヴイクルの際思わめ事故に でください。異常燃焼や乂災 

なるおそれがありまず。 の原因になることがあ0ます。 

I お手入れずるときは ■長期間使用しないとき 

本体が冷えた後、 は電源プラグをおく 


• 保管するとさや長時間使用し 
ないときは、必ず巧油を抜い 
て < ださい。 

(豚2 8ぺージ） 

傾けてたり、横倒しのが態で 
は保管しないでぐださい。 

油漏れや乂災のおそれがあり 

よ5^。 


• 本体を廃棄処分ずるときは、 
必ず給油タンク、油受肛1內の 
な油を市販の給油ポンプ等で 
抜き取ってください。 

(蚊28ぺージ） 

巧油が入ったまま廃棄すると 
リヴイクルの際思わめ事故に 
なるおそれがありまず。 

■お手入れずるときは 
本体が冷えた後、 

電源プラグを巧いて 
から行う 

を 

電源プラグ 
をおく 

• 感電，やけどの原因になるこ 
とがあります。 


電源プラグ 
をおく 

♦長期間使用しないとさは、電 
源プラグを抜いてください。 

• 义災やず想しない事故の原因 
になります。 


をき B のなまス 


本体 


•給油タンクとって 
—給油タンク 


遠ホパネルランプ 



綱 

麵 

攀バッキン(顯 

vL / X •給油口 □金の 
^ / 則こあるわ觸 
^ J 巧してくださ 


_ ,バンドル巧 

給油□口金 


國 


IKgMiiiB 


マイナスイオンとは 


•マイナスイオンは森林や 
演など自然界の憩いの場 
所に豊富に存在しまず。 
空気中でマイナスの電気 
を帯びた超微粒子をマイ 
ナスイオンといいまず。 


電源プラグ- 


コードホルダー 


室温センサー 


(3 づ属品3 




燃焼•温風空気取入 □ 


一送風フアン 

コードホルダー 
~ 差し込み巧 

' スぺ ーヴー 


本体が壁に密着しないよラに、ス ペーヴー 
を図のよラにして、お使いください。 
スぺ— ヴ—は 取りがさないでください。 


スポイト 


※お手入れのとをに必要でずので、なく 
さないよう保管してください。 

《使用しないときは、コードホルダー差 
し込み巧に引っかけておいてください。 


お願い （ NOTICE ) 


本体をひきずらないでください。 

床面、畳、じゅラたんなどを傷つけたり、本体底面の 
塗装がはがれて、さびの原因になることがありまず。 


お 

使 

い 

に 

な 

る 

前 

に 





















る部のなまえとはた 6 を 


表示部 
操作部 


eco ポタン•ランプ 


暖房モードポタン•ランプ 


• eco 運乾の開始、取り消 

ボタンを巧ずごとに 

しに。 

「自動」•「遠赤 j - r 混勵モード 

(賊 17 ページ） 

に切り換わりまず。 

し 点の： 運転中。 

(献16ぺージ） 

• 3秒間巧ずと時刻合わせに 

♦自動ランフ 

な 0 ます。 

贿巧)：「自動」モードで運质 

(励 10 ページ） 

しているとを。 


•遠ホランプ 


無な)：階ホ」モードで是乾 


しているとさ。 


♦温風ランプ 


C ^ CT )； r 温風」モードで運乾 

J 

1 しているとさ。 


給油ランプ（文字ランプ） 


脯の：油切れ予告。 

(給ミ由タンクが空のが態） 
(献13ぺージ） 

已秒間 

(11): 消义び近いとを、または 
油切れ消义時。 

油切れ消义時はデジタル 
表示部に rui 3 j を表を。 
( _ 22ぺージ） 

10秒間 




国 


ク u — ニングポタン 


♦クリーニング（か5焼き）の 
とさに使用。 

(励26ぺージ） 

• マイナスイオンヴイジが点な 
中に3秒間押ずとマイナスイ 
オンサインを消巧でをます。 

( 豚14ページ） 


タイマーポタン 
ランプ 


タイマー予約の開始、取0 
消しに。 

(1^18、19ぺージ） 

( gD : タイマー予約- 
タイマ^運転中。 

(点滅)••タイマー運転の 
終了齡。 

10砂間 


巧油ランプ 
(文宇ランプ） 


C 点な）：油切れ消义ま 
での運転時間 
のめやずをデ 
ジタル表示部 
に表お 0 

( S ): 給油をお知5 
せずるブザー 
が鳴っている 
とさ。 

(励13ぺージ） 


1 ! 

(文字ランプ ） h 


室巧の換気が必要 
なとき、不完全燃 
焼防止装置が働< 
と (点滅） 

自動消火します。 


适ホ八ワーランプ 


温度/遠赤バヮー 
タイマー調節ポタン 


運転スイッチ 
運転ランプ 



BlMHi 



点、火時間を早めたい 
とをに。 

(0^20 ページ） 

スピード点 
乂をセット 
したとさ 


参運起を継続•睡長ずる< 
きに。 （0^1 己ぺージ: 

( M ): 消し忘れ消火装是 
による消义の予自 
( ビ ビジピピ石） 
10秒間 

(点の :自動消火中。 

• 3 秒間押ずと、チヤイ JI 
ドロックになりまず。 
( G ^ l 己ぺージ） 


♦ 運乾スイッチ「入」——設定温度と室内温度を表示。 
♦ 運転スイッチ「切」一現な時刻を表示。 

:(コ□ン）が点滅。 

♦ チャイルドロック時一国を表示 
♦ タイマー予約時——設定時刻を表示。(約10砂間 
•給油タンクの残呈が 

がなくなったとき一残 D の運転時間のゆやずを 
表の。 

/少なくとち表示時間似上燃 
、焼しまず。 ([1^1 3ぺージ 

♦ 故障-異常時-自己診断表示記号を表示。 

(岐22、23ベージ） 



スピ-ド 
点火 




知、 

い刀/入 ノ 



度/遠ホハワ-調節 


運転開始偏义)、消乂 
ずるとをに。 

(廊14、15ぺージ) 

( gg ): 運転中 

( H ): 故障■異常時 

停止中 


時計の時刻合わせ、遠赤パワー 
の弱節、湿度調節 • タイマー予約 
の時刻合わせに。 

(励10、16、17、18ぺージ） 


•遠赤バワーランフ 

( MS )' r 遠ホ」モードで運乾しているとを、 
恼」、忡 J 、 「亂で遠ホパヮーを 
表巧。 

I — 康たは田で恼 J 、 伸」、瞒」 
に切り換えられます。 


表示部は説明のため、全部表おしたものでず。実際の運乾のとをは該驾部分が表示されます。 









































ご使用前の準備 

点义ずる前の準備と巧[認 

1 石油遠ホヒーターを取り出ず 

♦各部の包装部巧を全て取り除きまず。詳しくは、箱上面の「開こんのし 


11 


♦各部の包装部巧を全て取り除きまず。詳しくは、箱上面の「開こんのしかた」をお読みください。 

次のことは、工場での燃焼テストによるちので、異巧ではありません。'^ 

• 油受皿に少量の巧油が残っている。 

• 給油フイルターがめれている。 

、•温風吹出口より見える燃焼筒（炎をかこんでいる筒）が変色している。， 

水平を確認ずる 

• 水平で丈夫な床面に設置してください。 

♦ 水平でないときは、 7 jC 平な場所に移動ずる。 

電源プラグをコンセントに差し込む——\ ド i 

• コードホルダーを開き、電源コードをのばして善し込む。 \ )y 

電源コードを束ねたままにしないでください。 

•給油タンクは本伽こ取り付けてください。餘由タンクに取り付け 
5れてないと rui 2」 と表示し運転ランプが点滅します。 交茄10 0 V 

•運転スイッチを「切」にした状態でも約 1 W 消費していまず。 


お拙 

参電源プラグをコンセントに差し込むと、デジタル表示部に ru 10 J と表示し、運起ランプび点滅ずること 
がありまずが、運転スイッチが「入」になっていたためで、異常ではありません。 

運較スイツチを巧して、「別にしてください。デジタ j 様示部がになり、運転ランプが消なします。 


ご使用前の準備 

B ま計の合わせかた 


設定巧巧ミ内が/ザ 化/%ホ/巧 -M 


□ 固 □[□ 国 I 旨回.•國腔圓〇 □ 



タイマ-肺 
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♦ 

eco | を3秒間巧ず 


識懿 


または+を押し、 
時刻を合わせる 

♦ 時計を進めるとさは田を押し、 

ちどすとをはに]を巧しまず。 

♦ 1回巧ずごとに1分単位で変わりまず。 
♦巧し続けると、10分単位で蜜わります。 


3 eco 

(誦し） 


を巧ず 


デジタル表示部 

\1 /\|/ . \|八 1 / 

/I\/|\ • /IVI\ 


d • r 口广' 

I— pi. \uu\ 

丘豆••白幻 

I ピな广, 

し, 


初めて使用ずるとをや、 
電源プラグをコンセント 
か5抜き再度差し込んだ 
とを点滅します。 


最初、午前5時00分が点好 
しまず。 

♦ 二 

〈現在の時刻が 
午を3時3日分の場合〉 


•デジタル表示部のコ□ンが 
点滅し、時計が動をまず。 


C 泼 

• 電源プラグを抜くと、揖度時計の時刻合わせをやりなおず必要がありまず。 
♦夜中の12時の場合、表示は I な：になです。 

10 


ご使用前の準備 

巧用燃料について 

燃料はがずな油り旧1号む油)を使用してくださし、。 


冷 ^ を巧 (DANGER) 

ガソリン使用禁止 ' 

® ガソリン、•混合油（廣機具用）など揮発性の 
高い油は、絶巧に使用しないでください。 
乂災の原因にな D まず。 

ガソ U ン禁止 


打油とガソリンの見分けかた 


指先につけ息を吹きかける。 
(火の気のない所で巧ってください。） 




ぶ油は、めれたまま)[ガソリンは、ずぐをく1 

f 区別がつきにくいときは、お買し、上げ1 
の燃料店にお問い合わせ<ださい。 


A 注意に AUTION) 


変質な油-不純む油は使わない 


0 変質した持ち越しな油 
使用禁止 

• 異常燃焼や故障の原因になることがありまず。 


頸灯油 

参古いな油（昨シースンより持ち越した丹油） 

• 日光の当たる場所、高温の場所で長期間保管した巧油。 

/特に乳白色のポリ容器や容器のみたをあけて、 
、長期間保管したちのはを質します。 ノ 


極度にを質したものは黄色味がかつたり、 
おっぱい臭いがしまず。 


•点义しにくくなったり、白煙が出まず。 

♦消乂時のにおいび強<なった0、点乂してち 
ずぐ消えた0、暖ま5ないよラにな0ます。 
♦燃焼が悪くなり、においがしたりして、巧全 
装垣が作動します。 


不純な油 

♦灯油ながの油（てんぷ！5油や穩械油、重油、 
ガソリン、シンナー)などがほんのねずかでを 
混入した好油。 

♦水やごみ、ドラム生のさびなどが、混入したな油。 
参灯油か抜剤や巧]燃剤を添加したむ油。 


変質な油-不純む油の見分けかた 

コッフに水を入れ、次に灯油を入れて 
背後に白い紙をあてまず。 


水と同じ船翻なら正常。•蓋用で親がりし、てし、たら 




万一を質な油や不純な油を使用したとをの処置 

不良な油を除を、給油タンク、油受皿の内部を去れいな'打油で洗い、クリーニング（か6焼を）をして 
か5ご使用ください。 （26 ぺージ r クリーニング（か6焼き）」） 

それでち効果のないときは、お買い上げの販売店にご相談ください。（分解•点おが必要でず） 

な油の廃棄処分は、好油をお買いおめになった販売店にご相談ください。 

を質な油、不純灯油び原因でサービスを依頼されたときは、保証期間中でも 
保話の巧をがとなりまず。 


な油の保管のしかた 


乂気、雨水、ごみ、高溫及び直射日光を避けた場所に必ず保管ずる 

• 口油は翌シーズンに持ち越さない。 • ポリ容器に雨水び / \ 

シーズン終了前に使いをってください。 かからないよラに。/ 

•な油は直射日光を避け、青や赤など着色された ポリ容器の巧油に水^ 

ポリ容器（灯油用）で保管してください。 び混入し、燃焼不良 [ 1 

ポリ容器のふたは確実にしめてください。 の原因になります。 良い保お 



の原因になります。 


。二 
悪い巧管 



















ご使用前の華備 

給油のしかた 

公ず消义してから行ってください。 

給油タンクを取り出し、 

逆をにし、□ををはずず 

八ンドルが給油□□金のはずしかた 


①口金八ンドルをにぎり、 
下へ強く押しつけながら 
左へ90度回ず。 


押し n 
なび 5が 


左で。|!回 fH 

〇繪油する 

と 1 


霞 AEP と「ひらく」の▽印ををねせ、 
口金八ンドルを上に持ち上げる。 

今 I \ AEP と r ひ6く」の 

U . ▽印を合わせる 



参給油タンクを下図のようにして、 
油量計を見ながら、上限をこえな 
いよラに給油します。 


♦燃焼中に給泪タンクを取り出ずと、給油祿肖义装置 
が作動し rui2j を表をし消义します。 

♦給酒タンクを取り出すときは、こ揉れた油はふき取って 
ください。 

• □金に砂やごみがついたり、入ったりしな 
いように注意してください。 

(回転が重くなりまず） 

♦給油口、口金にさび、変お、回転不良およ 
び破損がないか確認してください。 

([1^=24 ページ「給油タンクの点検」） 



-給ミ由口 



油が入ると 
黒く変わる> 


お油タンクとっ片 


、給油タンク 


〇□金を締める 


C 八ンドル付給油□口金の締めかた ) 

① AEP と「ひ6く」の▽印©□を八ンドルをにぎり、下へ巧し 
を含わせる。 つけながらちへ90度、とまるま 

\ で回し、 A 印と「閉じる」の0印 

V を合わせる。 ノ 
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給油タンクを本巧に爵かにもどす 

•給油タンクとってを前後方向にをわせ、本 
体にセットする。をちどち5でもセットできます。 
• 灯油がミを受迎に入るまで約1分待って点火します。 


口金の周囲に青色の線が出ているのを 
確認する。 



♦ A 印と「閉じる」の〇印がをっている 
ことを確認してください。 

•こぼれた巧油はよくふき取ってください。 

• □金を下にして、口油漏れがないか確認し 
て < ださい。 

•青色の線が出ていない場をは、もラー度締 
め直してください。 


f 制が a 

•給油口周遇がをが黄をくなることが 
あ0ますが、異常ではありません。 

• 口金げ確実に締まっていないと、□をか 
5巧油が漏れて火災のおそれがあります。 
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2 

3 


表示は巨な、巨贷のように1日分きざみで切り替わっていき 
まず。居ち!のときはブザーが5秒間鳴ります。 


0卸に変ねってから油切れ消火までは0なの表示を続けまず。 
その後ブザーが日抄間鳴り、^表示が点滅し、油切れ消乂 
が近いことをお知らせしまず。ブザーが5秒間鳴っている間は 
度油]表示は点滅しまず。それ切がは点なしまず。 


点滅後、点阿 

Sc 1 ••し 


4 口油がなくなると自動消火します。ブザーが1日秒間鳴り、 
慶迪]表示が消好します。表示が点滅しまず。 
rui 3 j が表示し点滅しまず。 


扭去姑 W / 巧が(/分 

1 —I • —^ ン - 、レ 、 


ご使用前の準備 

給油のしかた 

必ず消义してから行ってください。 


お願い ( NOTICE ) 


• 口金八ンドルを利用して給油タンクを持ちはこぶとき、1本では不安定となりまずので2本の□金八ン 
ドルを持ってぐださい。 

• 給油□が変形しますと油漏れの原因となりますので、ぶつけたりしないでください。 

•給油タンクを落とすと、油が漏れたり、ヶガをすることびありますのでごま意ください。 

♦こぼれたな油はふいてください。 ク --、 

• 口金の周辺やくぼみに巧油がこぼれたら、巧などでふを取ってくだをい。- 

下に向けたとをこぼれまず。 I 

• スキマに指を差し込むとケガをしまずので注意してください。 ス干^— HfP 1 III 


残り燃焼時間表示について 


給油タンクの油び少なくなると 


1 ! 


陌网と隱通]表示が点なしまず。ブザーが日秒間鳴り、デジタルち 


表示部に油切れ消乂までの運転時間のめやすを表示します。 


燃焼は中〜弱で燃焼しまず。運転時間のめやすは中で燃焼 
が続いた場含を表示し、表示時間切上の運転が巧能です。 
(お部屋が暖まっている場合など使用環境によっては、 
表示時間より大幅に燃焼時間が長くなります） 


投產沾が玄巧2は/巧 ド 

養区包く!幸 

(40 と巧ち。残りが焼時間は約40分） 


お 

使 

い 

に 

な 

る 

則 

に 


(ピ—ビ I ) 


f ピ—ピ I 】 
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使いかた 

点义•ミ肖义のしかた 


を全のたゆ運輯開始後3時間で自動消火します。 



燃焼確認窓か6炎のが態を確認ずる 



正常嫌焼（青をの炎） 

•次のよラな場合は異常ではありません。 

=>黄色の炎が時々まじる。 

=>弱燃焼時に網の部分がホく見える。 

異常燃焼（黄乂嫌焼） 

•次のよラな場合は異常です。 

=>大をな黄火が出る（ずす発生の原因になります) 
=>音やにおいがずる。 

•運転を止めて、お買い上げの販売店へ連おして 
<ださい。 


側 iM a 


お願い （ NOT に E )】 


•点火時、「パチパチ」と音がした0、数回「カチッ」 •超音波加ミ显機を使用している部屋では石油 

と音がして、お部屋の照明が一瞬変化することがあり 遠ホヒーターを使わないでください。 

ますが、異常ではありません。 赤褐色の炎になったり、水質によっては石油 

•運転スイッチを「切 i : にした状態でも、約 1 W の電力を 遠ホヒーターが故障する原因になります。 

消費していまず。 

• マイナスイオンサインを消したいとき 
運乾中にクリーニングボタンを3砂間巧してください。 

再度3秒間巧すと、点むします。 
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消乂ずる 


骄)を巧す 


消乂 


•運転ボタンを強く押しこみ運転ランプが消:0したことを確認して 
<ださい。 

♦燃焼が停止し、一旦送風が止まり、再度送風して約3.日分後運転 
が停止します。 

♦運範スイッチを「切」にしてか5マイナスイオンサインがしばら 
く点滅します。 

♦遠赤パネルランプが点: 0* している状態で消火したときは、徐々に 
ランプが消なします。 

消乂直後に電源プラグをコンセントか5抜かないでください。 
R 1 河 においげ出まず。 

消乂直後に電源プラグをコンセントか5おくと送風ファンが 
回5ず、本体上部や通風空気取入口が熱くなり、やけどのお 
それがあります。 


/継続 

、延をずるノ 


部屋の換気をしてか5 


# 

瑚を押ず 


ま全のため運転開始後3時間で自動消乂しまず。 

(消し怠れ消乂装置により、万一の事故を防ぐため） 


2- 


• 運輯中はしのでも巧したとをか63時間運輯を 
継続でをまず。 

♦ 2 時間4己分経過したとき3時間延長ランプが ち^ < 

庶威し「ピピッピピッ」と音が10砂間なります。 I 芭 A 

乙！こ 

このとをに E 農1を巧すと、消火せずに運転を継続できまず。 


ピピッピピッ） 
(10 抄間） 


3 • 運輯ランプが消なし3時間延長ランプが点なしまず。 

>自動消火したとを ( Mj を押しまず。 

3時間延長ランプが消灯し運歷ランプが点灯し押した 
ときか53時間、運睹しまず。 


口丽 1 巧的 

[3^ も） 

L 巧を1 


チャイルド□ックのしかた織讚齡艦觀就き恕 


1111をピッという音び 
W 鳴るまで約3砂間巧ず 


運転中でも運転していないとをでも、チヤイルドロックできます。 
• デジタル表示部にに!]と表示します。 

1 -fr / 

I_ I. \f^Lj 


取り消すときは再度をピーという音が 
鳴るまで約3秒間巧す 


デジタル表示部のに!]といラ表示び消えまず。 


t 刷巧 ai デジタル表示部に四を表ホしているときはずべての操作びできません。 
•ただし、運転中は運転スイッチを「切」にでをまず。 

•チャイルド□ックを取り消さないと、運転スイッチは入りません。 

•雷源プうヴホ板いた-り.慎雷した-原台.チャイルドロ、ソ々は配り消ホれまず, 


使いかた 


巧 








使いかた 

巧房モードの切り巧えのしかた 

「自動」、 r 遠ホ」、 r 温風」の3種類の暖房モードを選べます。 


_ 。 〇 が奴/巧 はなホ/巧-放 。 

□□□ 同哥旨國 .• 画!画日田己己膠 


タイマー巧 


1 叛 S 類 ！; 


: (運転中は巧さなくてよい） 

運転ランプび点巧したことち確認して 
<ださい。 


2 願トド 
•巧す 


を巧ず 


押ずごとに 

「自動」一 r 遠赤」一「湿風」一「自動」…© 
順に暖房モードび切り換わ0まず。 


闘ロロ 

r 口♦画♦口 1 

L 1 [] I 


参 r 自動 J モードにずると 

設定湿度に応じて、「湿風」と r 适赤」の両方の 
モードを自動的に切0巧えて室温をコントロール 
しまず。 


• [ mm ] モードにずると 

遠赤ふくおとが温風でお部屋を暖めまず。 

• 「通風]モードにずると 

設定温廚こ麻じて ran 〜 r 弱」の運転を自動的 
に巧い、室温をコント□—ルしまず。 


遠赤パワー調節 


♦「自動」ランフが点好します。 

♦ 12でか S 30 での起囲で室遍調節がでさます。 
♦室遍が設定溫度になるまで「温風」運転になりまず。 

設忠豆度になると r 遠ホ」運面になります。 
♦「遠赤]運転中は遠ホパネルランブが点灯します。 


|「遠赤」ランプと遠ホパワーランプが点灯しまず。 
>運転開始後約2分間は r 湿風」運乾になり、 
そのを「遠ホ」運転になりまず。 

I 遠赤パワーランプは （3 、のを巧ずと、 
階」、「中」、「弱」の3段階に切り換わります。 
已を巧ずと弱くなり、田を押すと強く 
なりホす 0 pg I 一-' II ~ I 

I r 遠ホ」運転中は遠ホ 
パネルランフび点な挡言 y 
しまず。 □ □ 圆 


♦「適風」ランフが点のします。 

♦ 1210か日30での範囲で室湿調節ができます。 


♦ r 遠赤」モードの「強」または「中」に設定され 
ていても室湿表示び30で切上のときは、巧旨」で 
運乾しまず。 

♦ r 遠赤」運転中は上吹出□か己お部屋の空気を循 
環させる微温風と温風吹出口か5足ちとを暖める 
温風が出まず。 
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•「遠赤」運転しているときは、前面ガードが青く 
なりますび、遠赤パネルランプが点灯しているた 
めでず。 

(遠赤パネルランフの消費電力は最大で約1 W でず） 


通度を下げるとさ 

□ を巧ずごとに1でずつ下びりまず。 

(例)國個牺ぃ恆 

温度を上げるとき 

田を押ずごとに1でずつ上がります。 

(例） に口 H 合,1 > に台卜 |>官百 

♦巧し続けると連続して温度がをねりまず。 
♦—度セツトずれぱ記憶されます。 


使いかた 

ま温調節のしかた 


「自動」または「温風」モードで 
室温調節でさまず。 


0 。 _ 虽をが/巧削が/巧巧ぶホバヮ-抑 。 。 

□ 因 □ 回 i|g 國 .. 固！日田 □□ 態 ) 


運転^を押ず 

K 切/ソ (運転中は巧さなくてよい） 

• 運起ランプが点なしたことを確認して 
<ださい。 


室温調節 


2 臨叫を巧し、 r 自動 J 
または r 温風」を選ぶ 

• 自動または活風ランプび点むしまず。 

3 G または [± J を押ず 

♦巧し続けると連続して温度びをねりまず。 
•—度セツトずれば記憶されまず。 


•電源プラグをコンセントからおいたり、停電した 
ときでも暖房モードと設定温度は記憶されていま 
す。再度セツトずる必要はあ0ません。 

♦室温の表示は、室内平均湿度のめやすでず。 

設置条件等により必ずしもき腰計の温度とは一致 
しません。 

♦給油ランプが点灯しているとき、燃焼は「弱」に 
な0まず。 


•室温が〇でな下でも「0」が表示されまず。 
•暖かい曰（が□や春先など）狭い部屋でご使用に 
なる場合、室温が設定温度よ0上ちずることがあ 
ります。（暖房負荷がかさいために、弱燃焼でち 
暖めずぎになりまず）このようなときは eco ポ 
タンを押して < ださい。 


使いかた 

eco 運巧のしかた 


暖めずぎを防止して、節約暖房 
したいとをにご使用ください。 


運転^を巧ず 

\切/入ノ（運転中は押さなくてよい） 

>運乾ランプび点巧したことを確認して 
ください。 


2向紳す 


• eco ランプが点：) a し、 eco 運転を開始 
します。 

•運乾スイッチを「切」にしても、一度セツ 
卜すむば記憶されます。 

♦取り消す時は再度ボタンを巧してくださし、。 


• eco 運乾中は室遍が設定温度より低めに廣大 2 で） 
表示することがありまず。 

•タイマー予約にすると eco ランプは消なしまずが、 
eco 運歸ホ取り消されません。 

電源プラグをコンセントから抜いたり、停電したと 
きは eco 運転の設定は取り消されまず。 

•設定温度より 3 で上がると消乂し、設定温度より 1 で 
下がると点乂しまず。 

eco ポタンを巧すと、時間に関係なく上記条件に 
なると eco 運輔こなります。 

• r 遠赤」モードのとをは eco 運転できません。 
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使いかた 

タイ7—モ約のしかた 

あらかじめお部屋を暖めておさたいとさにご使话<ださい。 

。 虽ちかけ^室曲 ES 借 /-r-v 

□ □因回蓮囚.•願画固□己颗 


/タイマー 
予約時刻の 
、合わせかた ノ 


現在の時刻を確認する 

(原=11ぺージ） 

♦ 現在の時刻ををわせていないときは 
タイマー予約でをません。 


2 (^^) を押ず 

(運起中は4 


V ^ J/A ノ（運起中は押さなくてよい） 

• 運転ランプが点巧したことを確認して 
ぐださし、。 

♦運転スイッチが r 入」になっていないと 
タイマー予約でをません。 


Qr-n 

^ タイマ- 


を巧ず 


♦ タイマーランプが点巧しまず。 

♦ デジタル表示部の設定時刻が点滅しまず。 

强画- 

4 td または0を巧し、 
時間を設定ずる 

• E ] を巧すごとに進み、巨]を押すとちどります。 
♦ 1回押ずごとに10分ずつ変わりまず。 
•巧し続けると表示が連続して変わりまず。 

♦ 約日秒後運転ラン，プが消口し、燃焼中の場合 
は自動消火します。 


お目ざめの時には暖かくなるよラに、予約 
した時刻より早く（日〜1日分前）運転を開 
始しまず。 

室温が16で未満のとをはその曰のお部屋の 
温度によって点乂ずる時刻がをわります。 
室温が16でな上のときは予約した時刻に運 
転を開始します。 


r 時 J 「分 J び点減している間に合わせて 
<ださい。 

(例）午前6時3日分に予約したいとき 
デジタル表示部の表示を 


CD ••國 I 


こ合わせる 


約5秒後自動的にタイマーす約になり 
まず。 

タイマー予約時刻の設定だけしたい場合は、 
を巧してタイマー予約を取り消して 
<ださい。 


お願い （ NOT に E )】 


I 停電したとさや電源プラグを抜いたとさは 
(再通電後運転ランプ点減） 

デジタル表示部に 「 U 10」が表おされます。 
運乾スイッチを「切」にし、手順 rij か5 
や D なおしてください。 
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► 地震や強し)衝尝があったとさ 
給油タンクを抜いたとき（運まちランプ点滅) 
デジタル表示部に 「 U 12」び表をされます。 
運転スイッチを入れなおし、タイマーボタンを巧 
して < ださい。 


自動消乂させずに 
続けて暖房したいとさは 


f タイマー予約、 

、のしかた ノ 


安全のためが)1時間で 
自動消义しまず。 


1 淚)就 2 


viry (運転中は押さな< てよい） 

運乾ランプび点灯したことを確認して 
ください。 


2巨! 


を巧ず 


■ タイマー予約時刻が点滅し、 

>約己砂後「ピピッ J と音が鳴り、 

運転ランプが消なします。 

燃焼中の場合は、自動消火します。 

♦ タイマーランプが点むしまず。 

♦タイマー予約の時刻を表示しまず。 （10 秒間） 
♦約10秒後に時計表示に切り換わりまず。 

♦き温び低いほどあったかタイマー機能によっ 
て予約時刻よりち早く運転を開始しまず。 

♦ピーピーピーと10秒間鳴り、タイマーランプ 
び点減しまず。 

♦運乾ランプが消打したことを確認してください。 

♦ タイマーランプは点兢のままでず。 


タイマー運転中 

予約時刻になると自動的に点乂 


分前 


消乂する10 


約1時間燃焼し、自動消乂 


燃焼中に I タィ7-]を巧ず 


• タイマーボタンを押して、タイマー運載を 
取り消して <ださい。 

• タイマーランプが消打しまず。 


イ タイマー、 
予約の取り 
い'肖しかた ノ 


■ 

タパ- を再度押ず 

♦ タイマーランプが消好しまず。 
•運転ランプが点巧します。 

約2分を自動点义しまず。 


毎日同じ時刻にお部屋を暖めておきたいとき 
運転スイッチを「入」にし、タイマーボタンを巧 
すだけで予約できます。 

I タイマー予約後にタイマー予約時刻を変更したい 
とをは運転スイッチを入れなおし、18ページの 
手順「3」からやりなおしてください。 


I タイマー予約時刻について 

電源プラグを振いたり、停電した場をは現なの時 
刻を設定しなおしてください。タイマー予約時刻 
は一度セットすれば記憶されますので、予約しな 
おす必要はありません。 
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巧乂や消火のとを 


タイマーホ約しているとを 


お知!5せ1 


クリーニングする。 


巧源プラグをコンセン 
さ萬ち入れる。 


巧療に異巧な雑音び入った。 


消乂ずる。 

ランプび正しく働かない。 


点义する1日分切上前に 
点乂をセットしておく。 


運転スイッチを「切」 I 
スピード点火をセットし 


♦スピード点乂をセツトしたのに 
スピード点义しない。 


♦スピード点义 t ット中に惇電や地震、強 
い衝巧びありませんでしたか？ 

• 点火ずる10分む上前にスピード点乂をセ 
ツトしてありましたか？ 


点义時、消义時にを巧が傅び痛みずる音でず。 


r ピチピチ J 音びずる。 


点义が巧や点乂時の*乂の音でず。 


r パチパチ j 、 r ポッ」音がずる。 


ノスルを開巧する弁の音です。 


♦点义時、消义時に「カチャ J 
と音がする。 


2 


あ6かじめ 
^を押してお< 

• スピード点乂ランプが点灯します。 

• 再度巧ずとスピード点火は取り消され 
ます。 

■ スピード点乂ボタンを巧してから1日 
分経過しないとスピード点乂機能は働 
をません。 


15) を押ず 

•運転ランプが点巧したことを確認して 
<ださい。 

4約10秒後 
>自動点火し、遍風がでます。 


I スピード点火ボタンを押してから24時間內に 
点乂操作しないと、スピード点火は自動的に取り 
消されます。 

I 下記のことはパーナ ー r を予熱しているためで、異 
常ではありません。 

•時々、「カチッ」と音がして、お部屋の照明が 
一瞬変化することがあります。 

•本がが約己0でぐらいになりますが、異常では 
おじません。 

• においがすることびあります。 


^を再度押す 


■電気のむだを防ぐため、次の場合は予熱しないよ 
ラになっています。 

タイマー予約中 

♦スピード点乂ランプは消巧しますが、スピード 
点火の t ットは取り消されません。 

♦タイマー予約を取り消してち、スピード点火ラ 
ンプは点打しまずが、予熱していないたゆすぐ 
にはスピード点火はしません。 

燃焼中 

•スピード点乂ランプが点むしていますが、予熱 
していません。 


>点火しても燃規び弱く、部屋 
び暖ま5ない。 

>がのが態が悪 <、黄火燃焼や^ 
においび出る。 

>燃焼部の一部がホ<なる。 J ， 
►「コトコト J 音がずる。 ） ‘> 

>1■ボコポコ」音がずる。 

■ 

叶ピチピチ」音がずる。 

• [ンュ ー 」音か g る。 夕 


>室内温度表示が異常である。 


► マイナスイオンヴインが点巧しない。 


♦ タイマーを予約したのに運転 
しない。 


•タールが付着していまず。 

• mm -逼風空気取入ロフィルターがほこ 
りでつまっている。 

♦換気す足のためでず。 

•炎に熟せられるためです 。_ 

• 亟磁ポンプが動いている音でず。 _ 

• 燃巧中ゃ消乂をに油受皿に巧油が流れる 
音でず。 _ 

• 燃焼 fi び変化した時に金属び伸び縮みず 
る音です。 _ 

• 気化した灯油が吹を出ず音でず。 _ 

♦ 油切れになっていませんか？ 

参室想センサーび直射日光にあたっていま 
せんか？ 

♦ 本体に逆風びあたっていませんか？ __ 

■ 消灯に設定されていませんか？ 


参タイマー予約中に停電や地巧-強い衝擊 
びあ0ませんでしたか？ 


„ I 燃焼‘温風空気取入 □ フィルター 
を掃除ずる。 _ 

気ずる。 


異巧ではありません。 


中給油ず る。ページ） ) 

aI 直射日光のあたらない場巧に移 
動ずる。 _ . 

み ( 本侃こ逆風がおたらないようにする。] 

設定を解除ずる。([^14ページ)] 


( - - 

E ^、 運転スイッチを入れなおず。 


•似上の項目にしたがって、処置しても異常びなお6ない場合は、お買い上げの版売店までご連結くださし)。 


異巧ではあ0ません。 


耐熟塗料やほこりが焼けるためでず。 


♦お]めて使用ずるとさや、シー 
ズンはじめに使用ずるとき煙 
やにおいが出る。 


運転中に虽源フラグを; 
卜か6巧かない。 


♦お出かけ前にあらかじめ（運転スイッチを 
「入」にずる10お1ソ上前)、スピード点火 
をセットしておけば、外出から帰ったとを 
すぐに点乂できまず。スピード点乂は約 
10抄で点乂できます。（通常点火は約2分) 
•点乂時間を早めるため、運転スイッチが 
「切」でもバーナーを予熱するし<みにな 
っていまず。 

チのため平均1日 0 W の電力を必要としま 
す。 

節要のためスピード点义を必夏としないと 
きは、取り消してください。 


給油タンク受、油受皿 ( 

<〇 ( as ="25、 28ぺ 


新しい打油と入れかえる 


乾いた布で壳全にふき巧 


においがずる。 


• 油がこぼれたままになつていませんか？ 

• を酉な油や不純灯油を使用していませんか？ 

* 給油タンク受、ミ由受皿に水びたまってし、 
ませんか？ 

• 運転中や消乂直後に里おプラグをコンセ 
ントか5巧きませんでしたか？ 


チャイルドロックを巧り 


巧源フラグをコンセン 
込む。 


運転スイッチを入れなお 
または3時間延長ポタン 


♦ 3時間延長ランプび点なしていませんか？ 
(消しちれ消义装函が作助） 

• 畢源フラグが巧けていませんか？ 

♦給油タンクが入つていない 
♦チヤイルド□ツクしていませんか？ 


運乾ランプび点なしない。 
点火しない。 



使いかた 

スピード点义のしかた 

早く点乂したいとさにご使用ください。 


巧障かな？ 

修理-ヴービスを巧頼されるまえに次の表に従ってもラー度お確かめください。 


原因（安全装百） 


処ち方法 
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異常のお巧 6 せと処居のしかた 

デジタル表示部に自己診断表示が出たら… 

ま全装垣が作動ずると、運乾ランプが点涼し、自動消乂しまず。 

また、デジタルま示部に糊璋•異常の原因（自己診齡表示記号）がアルファベットと数宇で表をしまず。 


デジタル巧示部 
(自己診巧表お） 


原因（巧全ち担） 


処肪法 



>燃焼-温風ま気取入□フィルターがつまっていませ 
んか？（遇な防止装ちび作留 I ) 

»温風吹出口や前面ガードがふさがっていませんか？ 
(風 a 防止装苗が作動） 


燃焼 • 涵風空気取入ロフィルター 
を掃除ずる。 （(^25 ぺージ） 


障言物を取りのぞ C 






• 停軍があつた。（巧巧をを装置が作動） 




U 


1 日 



響巧源フラグをコンセントに差し込むとき、運転スイ 

m 

運転スイツチを入れなおず。 




_ J 


ツチが r 入 _] になつていませんでしたか？ 


、 ノ 



I 強い地 R 慷度5 (強）む上} •おおを受けていま 
せんか？ 

闲宙自邸肖乂装置が作動） 


I 給油タンクを本体わ、5取りがしている。 


地震によって作®した場合は、 
周囲の可燃物、機器の損傷、油 
のあふれなど異常びないか確認 
し、運転スイツチを入れなおず。 


み 


給油タンクを本体に取りつける。 



I 灯油がなくなっていませんか？ 

給油タンク受に水やごみがたまっていませんか' 


♦ 


給油ずる。0^13ぺージ） 


給油タンク受のお手入れをずる。 
(0^"^ 2百ページ） 


U 

11 


U 

18 


密質な油や不純灯油を使用していませんか？ 

夕ールが付をしています。 


►20 砂間音でお知 
5せしまず。 

>国ランプ点滅 


A 


•童巧の換気び不足していませんか？ 
(不完全が燃防止装巧が作動） 


► 燃焼部にジリコーン醒化物や夕ールび付着していまず。 


み 

♦ 

4 

母 


クリーニングずる。 ((1^26 ぺージ） 
新しい灯油と人れかえる。 

(陳11ページ） 


クリーニングずる。 （(^26 ぺージ) 


必ず1時剧〔1〜2回は換気ずる。 


本体内部の点検び化要です。 

お貢い上げの販売店へご連絡 
<ださし、。 
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異常のお巧6せと処屋のしかた 


(自^珍が表示）， 


原因ほを装因） 


処 B 方法 

r \ ‘ 

r \ 1 

f 、 


国 

m 

m 

圏 


I 油受皿に水びたまつていませんか？ 


>点义ミスまたは、燃巧に貢巧び発生していませんで 
したか？（点义安全装因が作動） 


ミ由受虹の水を巧を取る。 
(陣28ぺージ） 


本体内部の点巧が必要でず。 
お買い上げの販売店へご連路< 
ださい。 



I 燃焼-适風空気取入□フィルターがつまっていませ 
んか？（不完全が規防止装置が作動） 

I 燃焼部にシリコーン酸化物び付をしていまず。 

揮発性シリコーン配合の枝毛用コート液-化粧品. 
つや出し剤などを使用していませんか？ 

I 電磁ポンプにごみがつまっている。 


燃焼•温風を気®入□フィルター 
を掃除ずる。2已ベージ） 


本体巧部の点巧が必要です。 

お貢い上げの販売店へご連絡く 
ださい。 



本体巧部の点横が必要でず。 

お貢い上げの販売店へご連絡く 
ださい。 


その他、上記 LU が 
の表示、又は全く 
表しない場合 




運転スイツチを入れなおす。 


本体内部の点おび化要です。 
お買い上げの販売店へご連猪く 
ださい。 


上記の処直をしても、繰り返し表示ずるときや運転しないときは、表示内容を確認して、運転スイツチを 
「切」にし、電源フラグをコンセントから抜いて、お買い上げの販売店へご連絡ください。 


お手入れ•保管•その他 
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周囲の可燃物の確認 

♦本体の周囲に、燃えやすいちのび 
ないか常に確認してください。 



給油タンクの点検 

•給油□•□金にさび、変お、回転不良 
および破損があるとをは、 

新しい給迪タンク-□金と取り替える。 
お買い上げの販売店にご相談ください。 
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•本体び冷えた後、電源プラグを抜いてか6巧ってください。 
♦ 電気部品やま全装置は絶対に分解-調節しないでください。 


週1回 

1U± 


燃焼 • お風空気 
取入□フイルター 
の掃除 


1シースンに 

2〜3回 


ほこりは掃除機で吸い取ります。 

燃焼-遍風空気取入□フィルター 


給油タンク受の掃除 

• 巧油に水やごみび混入 
することがありまずの 
で、下記に従って掃除 
をして < ださい。 



給油タンク受を取り出ず 


掃除機 

取れにくいほこりは歯ブラシなどで落と 
しなが5、掃除機で吸い取りまず。 


♦打油やな油でめれたほこりは、絶対に掃 
除磯で吸わせないでください。 

室温センサーを巧げないようにを意して 
<ださい。 

♦ 運乾中は掃除機で燃焼-温風空気取入口 
フィルターの掃除をしないでください。 
異常燃焼を起こしまず。 



•給油タンク受 


•給油タンク受の 
フイルター 


2 給油タンク受の 
ごみや水を取る 


>給油タンク受を逆さにし、新聞紙 
などの上に置いて取つてください。 


3 給油タンク受を 

をとどお0にセットずる 


1力巧に 
1回な上 


本化-温風吹出口の掃除 


前面ガードの掃隐 


>ほこ0は掃除機で吸い取りまず。 

I 油やミちれは、家庭用台所洗剤（中性）を薄ゆたものを付け 
た巧でふを、かねいたやね5かい巧でふき取ります。 


•溫風吹出口は、ほこりや白い粉がつき変色することがありまずので、家庭 
巧台所洗剤（中性）を薄めたものを付けた布でふき、かわいたやわらかい 
布でふを取りまず。 



お願い （ NOTICE ) 


• 本体をベンジン-シンナーなどでふかないでください。 
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曰ちの点検とお手入れ⑩レ嫩た 


巧れたり、 

巧油が通り 
に<<なつた 

，とき - 

•給油タンク受のフィルターは、打油は 
通しまずが水は通しにくいフィルターで 
で去ていまず。 

給油タンク受のフィルターに水やごみが 
たまると、給油タンクに：0油があるのに、 
U 13 表示（な油切れエラー）が点滅ずる 
ことがち0まず。 

• 給油タンクを取り出してか5、 

給油タンク受を傾けないように取り出し、 
たまった水やごみを取り除いてください。 


ゴム手袋 



給油タンク受 


をれいなな油 


お願い ( NOTICE ) 


>給ミ由タンク受は水で洗わないでください。 
必ずをれいなな油で洗ってください。 

水で洗うと巧油が通谭しにぐくな投まず。 
ごみが取れにくい場苛ま、歯ブラジなど 
を使5と便利です。 

給ミ由タンク受は必ず取り付けてぐださし、。 
取り付けないで使用:すると器具の故障の 
原因にな0ます。 


1シースンに 
飞回な上 

' ■ ■ ■ ■ ■■ ■ 

クリーニング（か5焼き） 



~ 油受皿の巧油を完全に抜き取5ない 

と空焼きにな5ずクリーニングでさ 
ません。 

① フアン ヒーターを 室がに出ず 

•ク U —ニング中はにおいや煙が出まず。 

② 給油タンクと給油タンク受を取り出ず 


上ぶた 


油受曲 


-給油タンク受 


給油タンク受の 
フイルター 


し^ 


筋由受皿及び給油タンクのなミ由を給ミ由 
ポンプで巧き、抜きをれないときは、 
灯油を付属のスポイトで巧く 

•油受皿のに油を抜かないと 
ク U —ニングが受けつけでをません。 



I _ 適当な容器(約1。 I 

④給油タンク受、給油タンクを元通りに 

セツトする 

•上ぶたを閉める。 

論のの〜④が終わった！5、 

次ページのへ進んでぐださい。 
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腺站/巧至巧化/分 


2^ホバワ ー M 


因□□に gg □.回 §□□!□□ 


運転 

\切/乂ノ 


タイマー曲 


① 電源プラグをコンセントに差し込む 

② 運転スイッチびけのになっているか確認ずる 

•デジタル表示部に ruioj 表示しているときは、運乾スイッチを「切 J にしてください。 

♦運乾スイッチが「切」でないと、次の操作ができません。 

③ クリーニングボタンを約3砂間ピッと音びずるまで巧しつづける 

• デジタル表お部にに:]び表示されまず。 

④ 運転スイッチを「入」にずる 

♦運転ランフが点巧して、デジタル表示部の表示び画にな D 、 クリーニングを開始します。 

⑥に图表示び点滅ずるまで放置ずる（約2時間かかりまず） 

♦デジタル表示部がに国一〇一に互…と変わり、に图表示び点滅ずると、クリーニングは終了です。 

⑥運拓スイッチを「切」にずる 



•朋 bia 


♦誤って不良巧油を使用したために、クリ 
ーニングずるとを1回で完全に回復しない 
場合は、2〜3回巧ってください。 

♦ クリ^ニングを途中で止めると効果がぁりま 
せん。-にの-表示になるまで巧ってくださし、。 

♦上記手順通りに'行ってもに三)表示が出ないと 
をは、お買い上げの販売店にご連絡 < ださい。 


•クリーニング中に移動したりすると表示が点滅状態にな 
り、運転を停止します。運质スイッチを r 切 J にし、再度 
手順⑤か5やり直してくだをい。 

♦クリーニング中は電磁ポンプの空巧ち音(ポコポコ)がし、 
送風になりまずび、異常ではありません。 

♦クリーニング中「カチッ」 r カチッ」と音がして、照明が 
一瞬変化ずることがありますが、異常ではありません。 
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曰常の点検とお手入れのしかた 


-デジタルきおに_ 

「 H31 〜 H33」5 
表示したとき- 

油受皿に水がたまって 
いる場合がありまず 


■油受皿の水の確認のしかた 

明るい場所で、給油タンク受を取り、油受皿の中を見るとな油と 
かが分離して二重に見えまず。このよラなときは、油受皿に水げ 
たまっていまずので、下記の手順にしたびって、油受皿の水おを 
をして < ださい。 


2 

3 


4 


市販の給油ポンプと付属の 
スポイトで灯油を巧き取る 

•抜いた打油の処分は、灯油をお買い求め 
になった販売闻こご相談ください。 


給油タンク受をセットし、 
給油タンクに新しい巧油を 
給油する 


給油タンクを本体にセツトし、 
約1分待って運乾スイッチを 
rxj にし、再点义ずる 

• このとを白煙が出ることがありまず。 

1回で点义しなかった場合、 
再び点义操作ずる 


油受皿 


-給油ポンフ 
(市販品） 

妃 


給油タンク受 


給油タンク受の 
フイルター 


適当な容器（約 1 L ) 



スポイト（付属品） 


ち期点巧について 



長期間ご使用になりますと機器の点横び必要になります。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げの販売店または修理資格着【財団法人日本石油 
燃焼機器保守協を （TEL 03-3499-2928) で行ラ巧術管理講習会修了者（石油機器技術管理±)など】 
のいる販売店などにご相談され、点検依頼されることをおすすめします。 
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部品交換について 


交換部品は石油遠赤ヒーターをお買い上げの販売店でおホめください。必ず、純正部品 
をお使い < ださい。 

不完全な修理は危険です。お買い上げの販売店または目才団法人日本石油燃焼機器保守協 
含で巧ラ技術管理講習を修了者（石油機器技術管理±)などのいる販売店などで修理を 
お受けください。 


消耗-劣化しやずい部品 

• 使用期間により交換が必要な部品 
電極ユニット、ホエンバン U 、 燃焼筒、 
給油タンク受、 アース リング 


別売品 

給油タンク受 
給油□□金 
給油タンク（□を付） 


巧管のしかた 


I 変質な油、不純む油の使用により劣化しやずい 
部品 

給油タンク受(フィルター部)、電磁ポンプ 
気化器、遍風吹出口、ソレノイド 


2 " 


给油タンクを取0出し、巧油を巧き取る 

•水、ごみを残さないでください。 

(さび、巧あさの原因に） 

給油タンク夏の巧除をずる 
♦吕己ページの手順「1」と「2」のみ 
行ってください。 

消义ずるまで燃やし切り、油受皿内の灯油を 
付属のスボイトで巧き取る 

•水、ごみを残さないでください。 

(さび、巧あさの原因に） 

♦ 急ぐ場合は市販の給油ポンプで油を巧いて 
<ださい。 


4 クリーニング（か6焼き）する 
(傾26ページ） 

•バーナーの寿命を延ばし、長くご使用 
いただ<ためです。 

本が、燃焼•温風空気取入ロフィルター、 
% J 温風吹出口を巧除ずる 
(跡2日ページ） 

6 巧 源コードをおね、巧属のスポイトとともに 
コードホルダー差し込み巧に產し込む 

(陳7ページ） 

つ 乾燥した場所に保管ずる 
1 ♦傾けたり、横倒しにしないでください。 


•む油の廃棄処分は、口油をお買い求めになった販売店にご相談くださし、。 
•本体の廃棄処分は、給油タンク、油受皿のな油をおいてください。 


♦ な油の廃棄 
• 本体の廃棄 
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型式の呼び 

AJ - F 38 B 

種 類 

気化式，胃通気形-強制対流お 

点 乂ち式 

高圧放電自動点乂 

使用 燃料 

打油 (JIS K 22031号巧油） 

暖房出力 

遠ホモード 

階」履ガ 3.22 kW 懦」 0.81 kW 

溫風モード 

階」（最ガ 3.76 kW 間」日.81 kW 

燃料消費量 

遠'赤モード 

閱」（最大) 3.22 kW (0.313 L / h ) 嗎」 0.81 kW (0.079 L / h ) 

温風モード 

階」（最大)3.76 l < W (0.36 日し/ h ) 欄」 0.81 kW (0.079 L / h ) 

油タンク容星 

7.0 L 

燃焼継続時間 

遠ホモード 

「強」廣ガ22.4時間 「弱」優ル)86•別き間 

湿風モード 

「強」（最大)19.2時間 「弱」嚴ル)88.6時間 

電源電圧及び周波数 

AC 100 V 50/60 HZ 

標準 適 室 

(暖房のめやず） 

約1目•日〜 23.0 m 2 (10 〜14置） 

定格消費電力 

最大消費電力（点义時）目 10 W /61 日 W 
燃焼時消費電力 r 遠ホモード」1 9 W /20 W 
燃焼時消費電力 r 温風モード」 23 W /22 W 
待機時消費電力 1.0 W /1.0 W 

運乾騒音 
(正面）* 

遠ホモード 

階」嚴ガ38犯間」攝ル )22 服 

温風モード 

階」嚴ガ 39 dB 碼」攝ル )23 dB 

を 全 装置 

対震自動消火装置-不完全燃焼防止装置-点火安全装置 
停電安全装置-過熱防止装置-消し忘れ消火装置-給油時消乂装置 

がぉ寸.を 

高さ 455 mm x 幅420 mm x 奧巧 344 mm (置台を甚む） 

質 量 

約12万 kg 

付属品 

スポイト 


※騒音の数個ま J に測定法 （53031) に基づく測定値です。 
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《2シーズンに1回程度のを期点横をおずすめします。 


故障や事故防止のため、スイ、ツチを 
切り、コンセントから電源プラグを 
おいて P ぶ売おに点検-候理をご相談 
<ださい。 


このよラな 

症扶は 

ち0ませんか 


♦油ちれびする 

♦白煙が出たり、強いにおいがずる 
♦運扇中、異常な音びずる 
• 何度お同 じエラー 最おび出る 
• その他の異幫や故摩びある 


長年ご使用の石油フアンヒーターの点巧を！ 


石油ファンヒーターの補修用性能部品の 
保有期剧ホ製造巧切り後、6年でず。 


•性能部品とは、製品の磯能を維持するために必要な部品でず。 


起居される場合 

•転居のときなど車で運搬ずる場合は、給油タンクを巧き、油受皿の灯油を抜き、横倒しや斜めにしないで 
運搬してください。振動や傾いたときに阿油がもれます。また故障の原因にもなります。 


ンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切りを、6年でず。 


保証書について 

添付しておりまず保証鲁は販売店でお渡ししますか5、所定事項の記入および記載内容をご確認のラえ保管して 
ください。 



♦保証書の記載内容によりお買い上げの販売店が修理いたします。その他の詳細は保証書をご覧ください。 

•保証期間げ超ぎてか5の修理については、お賈い上げの販売店、または当社にご相談ください。 

お客さまの希望によ0有料修理いたします。 

この巧孤説明さと本体に表示をれてし、る禁止事項-を意事項および通巧使用に 
巧して使用をれた場合の故障-事故は滿»いたしません 


補修部品の保有期間について 


巧証と アフターサービス 





















































